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研究成果の概要（和文）：　本研究は日本語学習者が自身の動機づけをどのようにコントロールしているのかを
明らかにすることを目的とした。分析には学習者の「学習の記録」を用いた振り返り活動のコメント、自律的動
機づけ質問紙調査、学習者および担当教師へのインタビューを用いた。
　調査の結果、動機づけの高い学習者は、自身の有能感を確認するとともに、弱点を分析し、具体的な課題を自
身に与えていた。また、教師との交流（質問や意見交換）を活発に行うことによって、他者を自身の動機づけに
有効活用していることがわかった。さらに、自律度の高さは自律的動機づけの向上・維持もさることながら、非
自律的動機づけの抑制に負うことが大きいことがわかった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine how learners of Japanese control 
their own motivation. For the analysis, comments on the learners' "Record of Study" reflection 
activity, the Autonomous Motivation Questionnaire, and interviews with learners and teachers were 
used.
　The results showed that highly motivated learners confirmed their own sense of competence, 
analyzed their weaknesses, and gave themselves specific assignments. They also made effective use of
 others to motivate themselves, such as by actively interacting (asking questions and exchanging 
opinions) with teachers. Furthermore, the high degree of autonomy was found to be owed to the 
suppression of heteronomous motivation as well as to the enhancement and maintenance of autonomous 
motivation.

研究分野：日本語教育

キーワード： 自律的動機づけ　学習の記録　留学生

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで学習者自身の内発的動機づけを高めることが、学習者の自律性を高めていくことと考えられてきた。し
かし、本研究によって、学習者の自律性を高めていくためには非自律的動機づけを抑制することの重要性が明ら
かになった。自ら学習を選択した留学生が多いため、自律的動機づけが高い学習者が多いが、その発達段階はい
くつかのタイプに分類される。各学習者が現在どのような自律的動機づけの段階にあるかがわかれば、教師がそ
の学習者に対して、どのような働きかけを行えばよいかの目安にもなろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は日本語学習者が自身の動機づけをどのようにコントロールしているのかを明らかに
することを目的とした。日本語教育領域で動機づけ研究が見られるようになったのは、80 年代
後半ごろからである。2000 年代頃まではさほど多くは見られなかったものの、2000 年代後半ご
ろから多くの研究者によって扱われるようになり、日本語教育領域においてひとつの研究分野
として確立したように思われる。この動機づけ研究の隆盛からは、意欲を喪失した学習者がどう
すれば再び意欲を獲得できるのか、高い意欲を維持していくにはどうすればいいのか、といった
教師の苦悩が垣間見える。 
動機づけ研究の根底には、「意欲の低下＝悪、意欲の維持・向上＝善」といった意識の存在や、
「学習者の成績を上げるために、教師の力で内発的動機づけを高めよ」といったある種の使命感
が存在すると思われる。したがって、その研究目的が「意欲の向上、維持、低下の抑止」となる
のは必然であろう。しかし、その結果、調査環境に違いはあるものの、同一の視点による研究結
果が量産されることとなり、日本語教育における動機づけ研究は膠着状態に陥っていたように
思われる。この現状を打破するための新たな視点の必要性に迫られていたとも言えよう。 
そこで、筆者は「自律的動機づけ」に注目した。内発的・外発的動機づけ理論は日本語教育領
域において現在でも大きな位置を占めている。自己決定理論（Ryan＆Deci，2002）によって、
外発的動機づけの中にも自律度の低いものから高いものまで段階があることも知られている。
現在の学校教育では内発的動機づけおよび、自律性の高い外発的動機づけを併合した「自律的動
機づけ」（速水，1998） の視点から考察された研究が発表されているが、日本語教育の領域では
筆者の管見の限り、皆無に等しい。本研究では「自律的動機づけ」理論を用いた考察を日本語教
育界に提示することも、ひとつの狙いとする。 

 
２．研究の目的 
 近年自律的学習が注目されており、自律性と動機づけは大きな関連があることは多くの研究
で立証されている。これらの研究の多くは結果に注目して分析が行われているが、その仕組みに
ついて言及されているものは少ない。本研究では学習者が自らを動機づける課程に注目する。自
律的学習が動機づけに影響するのであれば、学習者は何らかの働きかけを自身に行っているは
ずである。学習者自身がどのように動機づけをコントロールしているかを分析し、それを類型化
することによって、教師は学習者のタイプに適した助言を行うことができる。ひいてはクラスコ
ントロールの円滑化へと繋がるであろう。具体的には以下の３つの点について明らかにする。 
 
(1) 学習者はどのように自身に働きかけているか 
学習歴の長い学習者はすでにある程度の内省力を身に付けており、動機づけをコントロール
するために自身に何らかの働きかけを行っていることが予想される。具体的にどのような働き
かけを行うことによって、動機づけを調整しているのかを明らかにする。 
 
(2) 学習者はどのような自律的動機づけを持っているか 
 学習者がどの程度まで意識的に動機づけをコントロールしているのかを探るため、自律的動
機づけ尺度の作成を試みる。この尺度をもとに、学習者のタイプを分類し、各群がどのような特
徴を持っているのかを明らかにする。 
 
(3) 教師にどのような関与ができるか 
留学生の多くは日本語学習を自己決定しており、もともとの自律的動機づけも高いことが予
想されるが、それでも、意欲の強度を常に一定に保つことは難しい。そこで必要となるのが教師
からの支援である。教師はどのような働きかけを行っているのか、学習者はどのように教師から
の働きかけを活用しているのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 主に、学習者が記録した「学習記録（授業記録と自己評価）」、自律的動機づけに関する質問紙
調査、学習者及び担当教師へのインタビューから分析を進める。 
 
(1) 学習者はどのように自身に働きかけているか 
 調査協力者は日本語教育機関で大学・大学院進学を目指す日本語上級クラスの学習者である。
協力者らの所属するクラスでは授業の一環として「学習記録」を作成し、週に一度提出すること
が義務付けてられている。この「学習記録」から、動機づけに関わると思われるコメントを抽出
し、学習者らがどのように自らに働きかけているのかを明らかにする。 
 
(2) 学習者はどのような自律的動機づけを持っているか 
調査協力者は日本語教育機関で大学・大学院進学を目指す日本語上級者クラスの学習者、およ



び大学の学部留学生である。自律的動機づけに関する質問紙調査を行い、因子分析を行う。さら
に、各下位尺度得点をもとに学習者らを類似の傾向を持った群に分類し、その特徴を探る。 
自律的動機づけに関する質問紙は、当初、西村・河村・櫻井（2011）の自律的学習動機尺度 20
項目を留学生向けに一部改訂し、さらに日本語学習者に特徴的に現れるであろうと予想される 4
項目を追加した 24項目を使用した。因子分析の結果から得た 4つの下位尺度のうち、最も自律
度の高い「内的調整（興味があるからやる）」と次に高い「同一化的調整（これをやっておくこ
とが自分にとって大切だから目的遂行の手段としてやる）」を「自律的動機づけ」とし、「取り入
れ的調整（本当に大切だとは思っていないけれどもやらないとまずいからやる）」と最も自律度
の低い「外的調整（やりたくないのにやらされている）」を非自律的動機づけとして分析を進め
た。しかし、この質問紙調査の結果において、「自律的動機づけ」得点と「非自律的動機づけ」
得点の双方において高得点という、当初計画した研究手法では分析しがたい現象が多々表れた。
そこで、本当に自身の興味による動機づけである「内的調整」以外に、教師の働きかけによって
学習に興味を持つという「他律内発的調整」の存在を仮定し、新たに速水（2019）の内発的動機
づけ項目と他律内発的動機づけ項目から 16項目をもとに質問紙を作成し、再検討を行った。 
次に、質問紙調査の結果得られた下位尺度得点を用いて、RAI 得点を算出した。RAI とは相
対的自律性指数（Relative Autonomy Index）であり，動機づけの自己決定性の程度を表す指標
として用いられる（Grolnick & Ryan，1987；岡田，2005）。以下の式で算出される。 

 
RAI＝内的調整×2＋同一化的調整×1＋取り入れ的調整×（－1）＋外的調整×（－2） 
 
この得点をもとにクラスタ分析を行い、5つの群に分類した後、各群の特徴について考察を進
めた。   

 
 
(3) 教師にどのような関与ができるか 
 調査協力者は日本語教育機関で大学・大学院進学を目指す日本語上級クラスの学習者、および
クラスを担当した教員である。「学習記録」は教師がコメントを付けて返却を行っている。学習
者にはこの「学習記録」や教員からのコメントをどのように活用しているかについて半構造化イ
ンタビューを行う。また、教員には「学習記録」活動について何に留意しているか等、半構造化
インタビューを行う。  
 
 
４．研究成果 
(1) 学習者はどのように自身に働きかけているか 
「学習記録」から、学習者のコメントについて動機づけに関わる箇所を抽出し分析を行ったと
ころ、ポジティブな働きかけのみのタイプ、ネガティブな働きかけのみのタイプ、ポジティブ／
ネガティブ併用タイプの３つのタイプに分類することができた。 
コメントにはまず「自身に何ができるようになったか」という有能感に関する振り返りが出現
しやすいことがわかった。ポジティブな働きかけのみの学習者はこの段階で止まっていること
が多く、ただ「がんばります」といった具体性のないパフォーマンス的なコメントが目立った。 
ポジティブ／ネガティブ併用型は自身の有能感を確認した後、「何が難しい、何ができない」
といった自身の弱点に関する振り返りを行っていた。そしてさらに、「弱点を克服するため」の
課題設定を自律的に行うようになり、「何の能力を上げるか」から「そのためにどのような練習
を行うか」へと次第に具体化していった。また、教師との交流（質問や意見交換）を活発に行う
ことによって、他者を自身の動機づけに有効活用していることがわかった。 
一方でネガティブな働きかけのみのタイプは「難しい、できない」といった弱点を述べるのみ
であり、「学習記録」活動そのものをかなり早い段階でやめてしまうケースが見られた。しかし、
ネガティブな働きかけのみにもかかわらず、高い意欲を保っていた学習者も見られた。この学習
者はコメント上で質問、訴え等教師への働きかけを積極的に行っていた。ここからも教師との関
係性の構築が、動機づけに好影響を与えていることがわかる。 
 
(2) 学習者はどのような自律的動機づけを持っているか 
 学習者らを自律度の高さを表す RAI得点をもとに 5つの群に分類し、各群の特徴を探った。
自律度の高い順に 1~5群と称す。 
 
①第 1群の特徴 
 「自律的動機づけ」得点が非常に高く、「非自律的動機づけ」得点が低いのが特徴。「他律内発
的調整」得点は５群の中で最も低く、他の調整と有意な相関を持っていない。つまり、他者（教
師）からの働きかけに影響されることなく、自律的に学習に励むことができる。 
 
②第２群の特徴 
 「自律的動機づけ」得点が高く、「非自律的動機づけ」得点が低いという第１群と共通する特
徴を持っている。「他律内発的調整」得点が第１群に比べ高く、「内的調整」と中程度の有意な相



関を示している。「他律内発的調整」得点が高いほど、「内的調整」得点も高い傾向が見られるこ
とから、教師の働きかけ等、外からの働きかけを受容しており、内面化が円滑に進んでいると言
える。これは他者からの働きかけがきっかけで、自身で学習に興味を持ち、自律度を高めている
ということを表す。 
 
③第３群の特徴 
 「自律的動機づけ」得点、「非自律的動機づけ」得点ともに非常に高いことが特徴である。「他
律内発的調整」は「外的調整」と有意な相関を表しており、教師の働きかけによって、一時的、
表面的に「学習を楽しんでいる」ことを表す。このタイプの場合、教師の工夫による授業への期
待が大きく、それが内面化されていない。教師の働きかけをどのように内面化させていくかが課
題となる。 
 
④第４群の特徴 
 「自律的動機づけ」の中でも「同一化的調整」得点が非常に高く、「非自律的動機づけ」得点
も高いことが特徴である。「学習を楽しむ」というよりも、「目標達成の手段」としての動機づけ
が高いことを表す。「他律内発的調整」得点が高いほど「内的調整」得点が高くなることから、
教師からの働きかけが学習への興味をはぐくむ一方で、「課題や社会的規則に関わる」得点と負
の相関があることから、学習を楽しむことによって課題達成の意欲が削がれるという可能性も
考えられる。 
 
⑤第５群の特徴 
 「自律的動機づけ」得点、「非自律的動機づけ」得点ともに低い群である。この群は「他律内
発的調整」との相関も見られないため、教師の働きかけの影響を受けていないということになる。
他群ほど質問紙の回答に一貫性がなく、自身の動機づけと向き合う力や内省力が不足している
可能性がある。 
 
(3) 教師にどのような関与ができるか 
 以上の結果を踏まえ、教師にどのような関与ができるかを検討した。 
 学習者の自身への働きかけを調査した結果、発達段階として、「有能感の獲得」➡「課題の把
握」➡「課題の解決策の具体化」の流れが見えた。従って、教師は学習者に「自身に何ができる
か、できるようになったか」について内省を促すことが第一歩であると思われる。第 2段階とし
て「自身の弱点のできるだけ具体的な把握」を促し、さらに第 3段階としては「課題を克服する
手段」についてのアドバイスを行っていく、といったように、段階を踏んだ関与が考えられる。 
 並行して行う必要があるのが、「学習者との関係性」を育てることであろう。ネガティブな働
きかけのみを行っていた学習者も、教師とのやりとりを通して、動機づけを最後まで維持できて
いたということからも、「関係性」が動機づけを高める大きな要素であることがわかる。実際に
学習者らは「学習記録」の活動の有用性に関しては肯定的、否定的な意見に分かれたが、教師の
コメントに関しては肯定的な意見のみが表れた。教師のコメントを見ながら、励みとしたり、新
たな学習方法を試したりするという意見が多数見られた。 
 また、自律的動機づけの高さによる各群の特徴から、全体的に「自律的動機づけ」得点が高い
数値を示しており、それほど各群間に差異は見られないことがわかった。一方、「非自律的動機
づけ」得点には大きな差異が見られたため、「非自律的動機づけ」得点をどのように抑制してい
くか、つまり、どのように教師が学習者の自己決定性を維持していくかを考慮した関与が必要と
されることがわかった。あらかじめ学習者らがどの程度の自律的動機づけを持っているのかを
教師が把握できれば、関与のスタイルへの参考となるだろう。 
教師にインタビューを行った際、学習者へのコメントがどの程度役に立っているのか不安を
抱いている様子が伺えた。さらに、どのような意識を持って関与していたのかについて尋ねたと
ころ、大きく、「情意面」の支援と「方法面」の支援を行っていたことがわかった。「情意面」の
支援では、学習者とのラ・ポール、信頼関係の構築を意識した言葉かけを行っていた。また「方
法面」では学習相談、学習方法についてのアドバイスなどを行っていた。 
学習記録やポートフォリオなどを用いた振り返り活動は多くの教育機関で行われているが、
自律性の発達ははっきりと確認しづらいため、教師、学習者ともに不安に陥りがちである。本研
究結果によって教師が学習者へどのように関与していけばよいのか、その一助となることを期
待する。 
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